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○
国
土
交
通
省
令
第

号

景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
六
十
三
条
第
五
項
、
第
六
十
四
条
第
二
項
、
第
六
十
五
条
第
一
項
、
第
六
十
八

条
第
一
項
、
第
七
十
二
条
第
五
項
、
第
七
十
四
条
第
二
項
及
び
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
六
条
第
五
項
、
第
八
十
条
並
び
に
第
九
十
七
条
並
び
に
景
観
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三

百
九
十
八
号
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
景
観
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年

月

日

国
土
交
通
大
臣

北
側

一
雄

景
観
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

景
観
法
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
令
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
景
観
法
施
行
令
」
の
下
に
「
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
条
中
「
景
観
法
施
行
令
」
を
「
令
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
見
出
し
中
「
収
用
委
員
会
」
を
「
景
観
重
要
建
造
物
等
の
所
有
者
に
対
す
る
損
失
の
補
償
に
係
る
収
用
委
員
会
」
に
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改
め
、
同
条
中
「
景
観
法
施
行
令
」
を
「
令
」
に
、
「
別
記
様
式
」
を
「
別
記
様
式
第
一
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
次
に
次
の
十
四
条
を
加
え
る
。

（
認
定
申
請
書
の
様
式
）

第
十
九
条

法
第
六
十
三
条
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
同
条
第
一
項
の
申
請
書
は
、
別
記
様
式
第
二
に
よ
る
正
本
及

び
副
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
次
に
掲
げ
る
図
書
及
び
別
記
様
式
第
三
に
よ
る
建
築
等
計
画
概
要
書
を
添
付
し
た
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
建
築
物
の
建
築
等
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
次
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き
な
い
場
合

に
は
、
当
該
建
築
物
の
建
築
等
の
規
模
に
応
じ
て
、
市
町
村
長
が
適
切
と
認
め
る
縮
尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面

に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

建
築
物
の
敷
地
の
位
置
及
び
当
該
敷
地
の
周
辺
の
状
況
を
表
示
す
る
図
面
（
道
路
及
び
目
標
と
な
る
地
物
並
び
に
隣
接

す
る
土
地
に
お
け
る
建
築
物
の
位
置
を
明
示
し
た
も
の
に
限
る
。
）
で
縮
尺
二
千
五
百
分
の
一
以
上
の
も
の

二

当
該
敷
地
及
び
当
該
敷
地
の
周
辺
の
状
況
を
示
す
写
真

三

当
該
敷
地
内
に
お
け
る
建
築
物
の
位
置
を
表
示
す
る
図
面
（
申
請
に
係
る
建
築
物
と
他
の
建
築
物
と
の
別
、
土
地
の
高

低
及
び
敷
地
の
接
す
る
道
路
の
位
置
を
明
示
し
た
も
の
に
限
る
。
）
で
縮
尺
百
分
の
一
以
上
の
も
の
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四

建
築
物
の
彩
色
が
施
さ
れ
た
二
面
以
上
の
立
面
図
で
縮
尺
五
十
分
の
一
以
上
の
も
の

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
図
書

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
添
付
が
必
要
な
も
の
と
し
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
図
書

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
町
村
長
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
図
書
の
添
付
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ

れ
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
認
定
証
の
様
式
）

第
二
十
条

法
第
六
十
三
条
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
同
条
第
二
項
の
認
定
証
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
四
の
と
お

り
と
す
る
。

２

前
項
の
認
定
証
の
交
付
は
、
前
条
第
一
項
の
副
本
及
び
同
項
各
号
に
掲
げ
る
図
書
を
添
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
通
知
書
の
様
式
）

第
二
十
一
条

法
第
六
十
三
条
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
同
条
第
三
項
の
適
合
し
な
い
も
の
と
認
め
た
旨
及
び
そ
の

理
由
を
記
載
し
た
通
知
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
の
と
お
り
と
す
る
。

２

前
項
の
通
知
書
の
交
付
は
、
第
十
九
条
第
一
項
の
副
本
及
び
同
項
各
号
に
掲
げ
る
図
書
を
添
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
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３

法
第
六
十
三
条
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
同
条
第
三
項
の
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
通
知
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
六
の
と
お
り
と
す
る
。

（
違
反
建
築
物
の
公
示
の
方
法
）

第
二
十
二
条

法
第
六
十
四
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
公
報
へ
の
掲
載
そ
の
他
市
町
村
長
が
定
め
る
方

法
と
す
る
。

（
景
観
地
区
内
に
お
け
る
違
反
建
築
物
の
設
計
者
等
の
通
知
）

第
二
十
三
条

法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
命
令
」
と
い
う
。
）
に
係
る
建
築
物
の
概
要

二

前
号
の
建
築
物
の
設
計
者
等
に
係
る
違
反
事
実
の
概
要

三

命
令
を
す
る
ま
で
の
経
過
及
び
命
令
後
に
市
町
村
長
の
講
じ
た
措
置

四

前
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
当
該
通
知
に
係
る
者
に
つ
い
て
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
二
号
）
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
又
は
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
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）
に
よ
る
免
許
、
許
可
又
は
登
録
を
し
た
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
通
知
は
、
文
書
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
し
、
当
該
通
知
に
は
命
令
書
の
写
し
そ
の
他
の
命
令
の
内
容
を
記
載
し
た

書
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
工
事
現
場
に
お
け
る
認
定
の
表
示
の
方
法
）

第
二
十
四
条

法
第
六
十
八
条
第
一
項
の
表
示
は
、
別
記
様
式
第
七
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
形
態
意
匠
の
制
限
に
適
合
し
な
い
建
築
物
に
対
す
る
措
置
に
よ
る
損
害
の
補
償
に
係
る
収
用
委
員
会
に
対
す
る
裁
決
申
請

書
の
様
式
）

第
二
十
五
条

令
第
十
九
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
八
の
と
お
り
と
す
る
。

（
形
態
意
匠
の
制
限
に
適
合
し
な
い
建
築
物
に
対
す
る
措
置
に
よ
る
損
害
の
補
償
に
係
る
収
用
委
員
会
に
対
す
る
裁
決
申
請

書
の
添
付
書
類
）

第
二
十
六
条

令
第
十
九
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
図
面
は
、
建
築
物
の
付
近
の
見
取
図
、
配
置
図
及
び
各
階
平

面
図
（
同
条
第
一
項
第
五
号
の
命
令
の
内
容
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

（
景
観
地
区
内
に
お
け
る
違
反
工
作
物
の
工
事
の
請
負
人
の
通
知
）
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第
二
十
七
条

法
第
七
十
二
条
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

景
観
地
区
工
作
物
制
限
条
例
の
規
定
に
よ
る
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
処
分
に
相
当
す
る
処
分
（
第
三
号
に
お
い
て
「

処
分
」
と
い
う
。
）
に
係
る
工
作
物
の
概
要

二

前
号
の
工
作
物
の
工
事
の
請
負
人
に
係
る
違
反
事
実
の
概
要

三

処
分
を
す
る
ま
で
の
経
過
及
び
処
分
後
に
市
町
村
長
の
講
じ
た
措
置

四

前
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
準
景
観
地
区
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
旨
の
公
告
）

第
二
十
八
条

法
第
七
十
四
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
市
町
村
長
が
定
め
る
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

一

準
景
観
地
区
の
名
称

二

準
景
観
地
区
の
位
置
及
び
区
域

三

準
景
観
地
区
の
面
積

２

前
項
第
二
号
の
区
域
に
つ
い
て
の
公
告
は
、
土
地
に
関
し
権
利
を
有
す
る
者
が
、
自
己
の
権
利
に
係
る
土
地
が
準
景
観
地
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区
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
を
容
易
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
長
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
す
る
図
面
で

行
う
も
の
と
す
る
。

（
準
景
観
地
区
の
指
定
等
の
公
告
）

第
二
十
九
条

前
条
の
規
定
は
、
法
第
七
十
四
条
第
五
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

る
公
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
地
区
計
画
等
の
区
域
内
に
お
け
る
違
反
建
築
物
等
の
設
計
者
等
の
通
知
）

第
三
十
条

第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
六
条
第
五
項
の
処
分
が
建
築
物
の
建
築
等
に
係
る
場
合
に
お
け
る
同

項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
命
令

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
命
令
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
地
区
計
画
等
形
態
意
匠
条
例
の
規
定
に
よ
る
法
第
六
十

四
条
第
一
項
の
処
分
に
相
当
す
る
処
分
（
第
三
号
に
お
い
て
「
処
分
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
命
令
」
と
あ

る
の
は
「
処
分
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
二
十
七
条
の
規
定
は
、
法
第
七
十
六
条
第
五
項
の
処
分
が
工
作
物
の
建
設
等
に
係
る
場
合
に
お
け
る
同
項
の
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
七
条
第
一
号
中
「
景
観
地
区
工
作
物
制
限
条
例
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」
と
あ
る
の
は
、
「
地
区
計
画
等
形
態
意
匠
条
例
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
書
類
の
閲
覧
等
）

第
三
十
一
条

法
第
八
十
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
別
記
様
式
第
三
に
よ
る
建
築
等
計
画
概
要
書
及
び
別
記
様

式
第
九
に
よ
る
景
観
法
令
に
よ
る
処
分
の
概
要
書
と
し
、
か
つ
、
当
該
書
類
は
、
同
条
の
処
分
に
係
る
建
築
物
若
し
く
は
工

作
物
若
し
く
は
建
築
物
若
し
く
は
工
作
物
の
敷
地
の
所
有
者
、
管
理
者
若
し
く
は
占
有
者
又
は
第
三
者
の
権
利
利
益
を
不
当

に
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
す
る
。

２

別
記
様
式
第
九
に
よ
る
景
観
法
令
に
よ
る
処
分
の
概
要
書
に
は
、
法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
認
定
そ
の
他
法
第
三
章
の
規

定
並
び
に
当
該
規
定
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分
の
概
要
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

３

市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
書
類
を
当
該
建
築
物
又
は
工
作
物
が
滅
失
し
、
又
は
除
却
さ
れ
る
ま
で
、
閲
覧
に
供
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４

市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
書
類
を
閲
覧
に
供
す
る
た
め
、
閲
覧
の
場
所
及
び
閲
覧
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
こ
れ
を
告
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
権
限
の
委
任
）
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第
三
十
二
条

法
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地
方
整
備
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局

長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一

法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
理
し
、
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
る
こ
と
（
国
土
交

通
大
臣
が
講
じ
た
業
務
の
停
止
の
処
分
そ
の
他
必
要
な
措
置
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
。

二

法
第
七
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
理
し
、
及
び
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
る
こ
と
（
国
土
交

通
大
臣
が
講
じ
た
業
務
の
停
止
の
処
分
そ
の
他
必
要
な
措
置
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
。

三

法
第
七
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
理
し
、
及
び
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
る
こ
と
（
国
土
交

通
大
臣
が
講
じ
た
業
務
の
停
止
の
処
分
そ
の
他
必
要
な
措
置
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
。

四

法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助
言
又
は
援
助
を
し
、
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
勧
告
、
助
言

又
は
援
助
を
す
る
こ
と
。

別
記
様
式
を
別
記
様
式
第
一
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
八
様
式
を
加
え
る
。
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
景
観
法
附
則
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
建
築
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
三
第
二
項
中
「
及
び
第
六
十
七
条
の
二
第
四
項
」
を
「
、
第
六
十
七
条
の
二
第
四
項
及
び
第
六
十
八
条
第
四
項

」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
の
表
一

項
中
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
九
第
一
号
」
を
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号

( )一

」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
第
三
号
中
「
第
三
十
五
条
第
五
項
若
し
く
は
第
八
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
六
項
若
し
く
は
第

九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
項
中
「
第
六
十
八
条
の
二
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
」
に
、
「
第
六
十
八
条
の
九
」

を
「
第
六
十
八
条
の
九
第
一
項
」
に
、
「
又
は
第
六
十
八
条
」
を
「
又
は
第
六
十
八
条
の
九
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
六
項
中
「
第
六
十
八
条
の
二
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
第
六
十
八
条
の
九
」
を
「
第
六
十
八
条
の
九
第
一
項
」
に
改
め

る
。
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第
十
条
の
四
第
一
項
中
「
第
九
項
第
二
号
」
の
下
に
「
、
法
第
六
十
八
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
項
第
二
号
若
し
く
は
第

三
項
第
二
号
」
を
加
え
る
。

第
十
条
の
四
の
二
第
一
項
中
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
法
第
六
十
八
条
第
五
項
」
を
加
え
る
。

第
十
条
の
五
の
二
第
一
項
中
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
九
第
一
号
」
を
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
」
に
改
め

、
同
条
第
二
項
中
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
九
第
二
号
」
を
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
五
の
四
第
一
号
中
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
九
第
一
号
」
を
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
」
に
改
め

、
同
条
第
二
号
中
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
九
第
二
号
」
を
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
五
の
十
八
中
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
」
を
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
三
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
の
項
及
び
別
表
第
三
令
第
百
三
十
六
条
の
二
の
九
第
一
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
の
項

( )一

( )四

中
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
九
第
一
号
」
を
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
注
意
４
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
条

の
９

第
条

の
９

第
１

項
68

68

別
記
第
五
十
号
の
十
様
式
の
表
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
条

の
２

の
９

第
１

号
第

条
の

２
の

第
１

号
1
3
6

1
3
6

11

別
記
第
六
十
一
号
様
式
注
意
３
、
別
記
第
六
十
一
号
の
二
様
式
注
意
３
、
別
記
第
六
十
五
号
様
式
注
意
３
及
び
別
記
第
六



- 12 -

十
五
号
の
二
様
式
注
意
３
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
条

の
９

第
条

の
９

第
１

項
68

68
（
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
資
格
検
定
機
関
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
資
格
検
定
機
関
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
一
年
建
設
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
及
び
法
第
六
十
七
条
の
二
第
四
項
」
を
「
、
第
六
十
七
条
の
二
第
四
項
及
び
第
六
十

八
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
カ
中
「
第
六
十
八
条
の
二
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
」
に
、
「
第
六
十
八
条
の
九
」

を
「
第
六
十
八
条
の
九
第
一
項
」
に
、
「
又
は
第
六
十
八
条
」
を
「
又
は
第
六
十
八
条
の
九
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
ホ
中
「
第
六
十
八
条
の
二
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
九
第
一
号
」
を
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
」
に
改

め
る
。

第
三
十
七
条
第
一
号
イ
及
び
ロ
中
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
九
各
号
」
を
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
各
号
」
に
改
め

る
。第

五
十
四
条
中
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
四
」
を
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
六
」
に
改
め
る
。
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（
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
四
十
四
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
九
第
一
号
」
を
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
」
に
改

め
る
。

（
地
方
整
備
局
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

地
方
整
備
局
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
第
四
十
五
号
を
第
四
十
六
号
と
し
、
第
二
十
六
号
か
ら
第
四
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
十
五

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
六

景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
し
必
要
な
勧
告
、
助
言
又

は
援
助
に
関
す
る
こ
と
（
他
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

第
三
十
九
条
第
二
項
中
「
第
二
十
六
号
」
を
「
第
二
十
七
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
第
二
項
中
「
第
七
条
第
二
十
六
号
」
を
「
第
七
条
第
二
十
七
号
」
に
改
め
る
。
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第
八
十
一
条
中
第
二
十
五
号
を
第
二
十
六
号
と
し
、
第
二
十
一
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二

十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
一

景
観
法
の
規
定
に
よ
る
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
し
必
要
な
勧
告
、
助
言
又
は
援
助
に
関
す
る
こ
と
（
他
部
及

び
都
市
・
住
宅
整
備
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

第
八
十
二
条
第
一
号
中
「
第
二
十
二
号
及
び
第
二
十
四
号
」
を
「
第
二
十
三
号
及
び
第
二
十
五
号
」
に
改
め
、
同
条
中
第

六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

景
観
法
の
規
定
に
よ
る
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
し
必
要
な
勧
告
、
助
言
又
は
援
助
に
関
す
る
こ
と
（
他
部
並
び
に

都
市
整
備
課
及
び
住
宅
整
備
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

第
八
十
四
条
中
第
二
十
三
号
を
第
二
十
四
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

景
観
法
の
規
定
に
よ
る
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
し
必
要
な
勧
告
、
助
言
又
は
援
助
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
技
術

的
事
項
及
び
助
成
に
関
す
る
こ
と
（
他
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

第
八
十
五
条
中
「
前
条
第
四
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
（
第
六
号
（
防
災
街
区
整
備
事
業
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
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第
十
六
号
」
を
「
前
条
第
四
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
（
第
五
号
、
第
七
号
（
防
災
街
区
整
備
事
業
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。

）
及
び
第
十
七
号
」
に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
中
「
第
六
号
」
を
「
第
七
号
」
に
、
「
第
十
六
号
」
を
「
第
十
七
号
」
に
、
「
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
三
号

ま
で
」
を
「
第
二
十
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
北
海
道
開
発
局
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

北
海
道
開
発
局
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
五
十
号
を
第
五
十
一
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
四
十
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

五

景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
し
必
要
な
勧
告
、
助
言
又
は
援

助
に
関
す
る
こ
と
（
他
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

第
三
十
四
条
中
第
二
十
二
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

景
観
法
の
規
定
に
よ
る
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
し
必
要
な
勧
告
、
助
言
又
は
援
助
に
関
す
る
こ
と
（
他
部
の
所
掌
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に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

第
四
十
条
第
二
項
中
「
第
三
十
四
条
第
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
」
を
「
第
三
十
四
条
第
四
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
」
に

改
め
る
。


